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行 政 視 察 報 告 書

令不日 8 年  3 月  16  日

長浜市議会議長 伊藤喜久雄 様

長浜市議会議員 岩川 信子

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名   恵風会行政視察
2.視察期間  令和 8 年 3月  3 日 (火)～ 3 月
3.視察場所及び目的
① 奈良県郡山市豊臣兄弟 !大和郡曲大河 ドラマ館
・観光振興や地域活性化の取組について

② 奈良県大和郡山紺屋町  「紺屋館」
・歴史的町並みの再生につて

③兵庫県神戸市中央区 人と防災未来センター
・防災荻育の重要性について

4 日 (水 )

4.調査内容感想等

・視察の目的

① 奈良県郡山市豊臣兄弟 !大和郡曲大河ドラマ館

NHK大河 ドラマの放送を契機 として整 された大河 ドラマ館の運営状況や観光

記

誘客の取組について調査 し、歴 史資源を活用 した観光振興や地域活性化の手法

を学び、本市の 政策の家考とすることを目的とし

長 浜 市 議 会

を行ったa

② 奈良県大和郡山紺屋町 「紺屋館」



歴史的町並みの保存 と活用を園 りなが ら、地域のにぎわ彰
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出や在見光振興につ

なげている として 紺犀町にある紺犀館の運営手 用状浙1狩調杏

することを目的 とした。

特に、歴史的建造物の保存と利活用の両立、地域住民や民間との淳携による運営

のあ り方について、太 市 におイる今後のまちづ くり旅策への示 蔭 るためす を得 ネ見

察を行った∩

③ 兵庫県神戸市中央区 人と防災未来センター

阪神・淡路大震災の教訓を伝える防災教育施設の取組を調査し、防災教育の重

要性や災害の記憶 継承する仕組みについて学び、本市の 災施策の参考 とす

ることを目的として視察を行つた。

。視察の内容

1・ 大和郡山市では、春臣秀長ゆか りの歴 史資源を活か し 「秀長博覧会 tの

取組について説明を受け、歴史人物をテーマ としたイベントによる観光誘客や

地域活性化の工夫について視察″行 った n

博覧会の開催期間は、秀長の誕生日である 3月 2日 を開幕 日とし、命日にあた

る 1月 22日 を開館 日とす るな ど、歴 的人物の生涯にちなみ設定 されて り、

歴史的なス トー ジ―性を持たせた企画 となっていました。

躍示会場 イま DMG MORI や支と君h山城ホール 1 階 力活 用 し 尾示室を 5つのブ

―スに分けて構成 れていたぅ会場内では出演キャス トの 人物相関図の

上 シアタールームな が の

物像や当時の歴史
旦
泉 を今 か りやす く学べるよう工夫さ ていた

また、同博覧会館 である井上宏氏か らの説明では、天 を進めた豊臣秀

吉を「太陽」、その裏で政治を支えた豊臣 を「月 |に

例え、そのイメ―ジを表現 した展示

構成が会場全体を囲すo形で 言聟けら

れており、秀長の役割や人物像を

象徴的に表現 している点が印象的

であったハ

長 浜 市 議 会
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さらに、周辺には郡山城跡や郡出城跡 東多

聞椿などの歴史資源があり、博覧会と合わ

せて周辺観光地を巡 とで、地域全体の

i歴史文化を体感でき 仕組み となっていま

した

郡山城跡の石垣については、

良質な石材が不足 していたこ

とから、契互隣の寺社にあった

石仏や灯籠、墓石などが集め

られ、石垣の材料 として使用

されたとされて彰ヽ だヽ ^ チ甲,存 で 幸、

石垣の中には、石仏などが上下逆さまに埋め込まれている様子が確認でき、当

時の築城の歴史を伝える貴重な史跡と っていましたn

2・ 紺屋館は、江戸時代の町家を活用した施

設であり、かつての染物業 (紺犀)の営みを

今に伝えるとともに、観光拠点 。交流施設 と

して整備 されていると康 じま した^

館内では、染物に用いられていた大型の・甕

(かめ)や道具類が保存・展示 されてお
り、当時の作業工程や件活 の 様子力具イ本飴

に感 じ敢ることができる構成 となってい

る。単なるパネル展示にとどまらず、実物資料を活かした立体的な展示によ

り、来訪者が歴史を “体感"できる工夫がな
されている点が E「象的でした。

また、季節行事と連動 した展示として、ひな

人形と金魚を組み合わせた装飾展示が行われ

ており、地域文化 と観光要素を融合させた演

出により、来訪者の関心を引き付ける工夫に

驚きました。こうした企画は、リピーターの

創出や滞在時間の廷伸にもつながると考えま

す。

長 浜 市 議 会
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さらに、流設内に 瞬 スペースが設 |す ら

れ、群染製品や小物など地域奮源 を活か し

た商品が販売 されているほか、レンタサイ

クルの案内も掲示 されてお り、観光客の回

遊を促すヤタとッ点機能も担っていることが確認

できました。単なる展示流設ではなく、

「立ち寄 り。滞在 渉 |を煮識 した孝ぐ夏合

してい イま べ

り、

加えて、館内は自由に出入りしやすい開放

的な牢間 となってお り、額,光客のみな らず

地域住民発ぅ利用しやすい雰囲気が醸成 され

ていた。こうした「日常に開かれた施設 |

としてのあ り方は、 的 な禾II用 イこつなが

る重要な要素であると感 じた

の みや景観 と 体 となった整備がなされまた、紺屋館単体ではなく、周辺
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てお り、来訪者が 然にエ リア内を 遊できる構造 となっている と
―から、

「点 キではな く 「 として申沐力 を高めるまちづ くりの重 軍性 を設 め て認識

した

3巨 人と防災未来センターは、1995年に発生 した阪神・淡路大震災の経験 と教訓を

傍 世 こ伝 え る ことカ ロ的 として設立 さ 防 湊学 習縮設であり 憲災の記録や

被災状況を、映像 。奮料・体験展示を通 じて体系的に学ぶことができる施設で

ある。

館内では、震災発生直後の街の様子を再現 した大

型映像が上映 され、建物のイ委lil葬やツ火焼の広が り

人々の混乱の様子がリアルに表現されてお り、単

なる無識 としてではなく「白/フ]｀ ごと|と して災害

を提えることができる構成 となっていた∩特に、

被災者の証言映像では、率堤直後の判断や洋難行

動、地域での助け合いの実態が語られてお り、災

害時における才(刀動対応や共助の重要性について深

く考えさせ られ る内容であった

長 浜 市 議 会
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また、展示は時系 で整理 さ才してお り、 「養 災直後 | 生 I評:i   「侮 1日・ 街

と ごとに べ つ セ｀ で により

害は単発の出来事ではなく、その後の生活再建や地域再生まで含めた長期的な

課題であることを ることができたs

さらに、施設では学校教育との連携

による防災学習プログラムや、防災

リーダーの育成研修、地域住民を対

象とした講座などが体系的に実施 さ

| れてお り、 「展示 して終わ り」では

なく、人材育成 災力の向上

につなげる仕組みが構築 されている

点が非常に家考 となっ

力日えて、来館者が自ら考え行動につ

オ汽`げることを重視 した展示構成 となって渉3り 、道とな る 甲′学 ただ支らず、防災イこ

意識の向上 と具体的な備えの必要性を く認識 させ る内容 であった 4

。行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

*本市において辛ぅ2月 1日 から 12月 2 までの北折江春臣博菅会は、大涌寺日

周辺を中心に観光エ リアの拡充が進められている≧ころであるが、今回視察 し

た大和郡山市では、城跡や文化施設な の歴 史奮源が徒歩数分の距離に集積 し

てお り、来訪者 が歩いて巡 ることがで る綿 半重」1繰 形 成が され ている点に燃力

を感 じた∩

太市 草、、膠 申台源 や すイた財が養笠多少ぐ して 加 ′らを童 折磯の 綿 半流 譜 >女 り

して活用するのではなく、地域 携 した綿.斗縮策オ〆展開す る とが重要

である。例えば、歴史人物や地域の物 を活か した企画展示やイベ ン トの開

催、商店街や観光施設と連携した周遊型観光の推進など、地域一体となった観

斗振興の取組を進める必要があると考えます ^

また現在、
=名
古屋市の中村公園、大 山市 、そ して岳浜市の三ナf打

'_竹

或におい

て、豊臣秀吉・秀長ゆか りの地 として 携 した取糸日_が進められているが、その

重要であると思 うぉ

長 浜 市 議 会

とが事業効果や観光誘客への波及について 今後 しっかりと絵証 していく
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今後は、こうした広域

がら、本市の歴史文化

信 し、地域全体で観光

連携の成果を踏まえな

資源の魅力をさらに発

振興につなげていく取

組が求められるものと 考える。

*大和郡山市紺屋町に所在する紺屋館 Iよ 歴ヽ 史白も建浩物を単に保存するにとど

まらず、展示・体験 。物販等を組み合わせることで、日常的に人が訪れる拠点

として活用されてお り、 「保存から活 へ Iの好事例であると感 じたハ

特に、地域住民や 団体が主体的に運営に関わり、観光客のみならず地域住

民の利用も見込んだ施設運営がなされている点、また周辺の町並みや商業機能

と連携 しながらエ リア全体としての 向上が られている点は、本市にとつ

て大いに参考 となるものである。

本市において 幸ゝ、黒壁スクエアをはじめ 歴 申的律浩物 を活 かしたまちづく り

が進められてお り、また長浜鉄道スクエアや 大 通寺など 歴 輩・文イ比奮源 を有

する地域であ ります。

しかしながら、これ らの資源については、個別施設ごとの活用にとどまり、周

辺エジアとの一体的な連携や、日常的 にぎわい創出とい う点においては、な

お誤題があると考えられる∩

今回の視察を踏まえ、本市においては、歴 史的建浩物の保存 と活用を両立 させ

るとともに、物販や体験機能の導入による収益確保、さらには地域住民や民間

事業者が主体的に関わる運営体制の を進 める必要があると思 うハ

加えて、個別施設の整備にとどまらず、周辺の町並みや商業機能と連携した面

釣な整備を推進 し、回遊性の向上 と 時 FF月のア丈正伸 を 溢で、地域全体の図 る

価値向上につなげていくことが重要であり、今後は、本市の歴史的建造物や文

して して え で ヒを地

で ま づ るとと イこ

の仕組みづくりについて、より具体的 絵討菱進めていく必要があると思いま

「 H

す ^

なお、今後の具体的施策 としては、歴 的博浩物の持続的な活用を

長 浜 市 議 会

るため、

以下の取組について検討 を進める必要がある^
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― に の
やゝ″
二) るため の

やエリアマネジメン の 導 入 tこより 民間のト ウハ ウを活 しゝ i軍営イ本制 の 構

築を図ることである

第二に、民間事業者 との連携を一層推進する観点から、PPP o PFI手法の導入を

視野に入れ、施設 から運営までを一体的に担 う仕組みの構築を検討する必

要がある企

イこ る空き の るため

警構 F力や禾|1活用マ ッチングテょ`どの支 貯 力市窯 ぷせ 醍 闇 による活用を後押

しする仕組みづくりが求められる。

これらの施策を総合的に推進することで、歴史奮源を活か した持続可能なまち

づくりと、にぎわいの創出につなげていくことが重要である。

*人と防災未来センター は、阪神・ 路大震災の経験と教訓を後世に伝える

施設として、防災 や防災意識の向上に大きな役割を果たしている∩館内で

ケ女、露 焼当時 の ,Lヽと辛テユJを再塀 , た映像 料 尾示、糖 焼者 の 言F言オ止`どを i~由 じてし

の か えの を ぶことの ゝ の

性を改めて実感する機会 とな りましたら

本市において 辛ゝ、防擁熟1練や防 焼教育 オ〆継締 抽 こ窯流 し、市 入了トル リの 防 焼

の 上 ることが で した の

や、地域住民が災害時の行動を具体的イこイメージできるような体験型の防災教

育の導 入な どん検討 してい く必要があると考 え ま す r、

また各自治会にある公園についても、平時は地域の憩いの場 として活用 しなが

ら、災害時には一 オ■ヽ群 蛛場所や 防 擬活竜

'l

の ヤガL′ミと して 活 用で ★ る止 う、防 能

機能の充実を図る視点が重要であると感 じた。地域の公園を活用 した防災訓練

や地域住民主体の防災活動を進めるこ で、地域防災力の向上につながるもの

と考えます。

さらに、災害時における食料供給の確保 という観′点から、 の学校給食センタ

―が果たす役割についても重要である。災害発生時には、給食センターを活用 し

の として させる が

設の設備や運用体制について平時から検討 してお くことが

H

長 浜 市 議 会

要である∩
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今回の視察 を通 じて、防旋教育の弁
~実
と言l『域 に身近 な施設 活 用 した 防 堤体市li

の強化が重要であることを改めて認識 したA本市において詫ぅ、学校 。地域・行政

が連携 した防災教育の推進 とともに、 園や公共施設を活用した地域防災力の

向上に取 り組んでい くことが求められると考えます。
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